とう それなり になって しまった。 それなり になって し 

まった の は 勿論 天下の 為に 幸福で ある。 しかし 架上の 

書籍なる ものの 鏡の やうに 持ち主 を 映す こと は 兎に角 

何 か 懐し い、 さもなければ 何 か 気味の 悪い 事実で ある 

と 云 はなければ ならぬ。 (この 故に 売り立てに 「さし 

もの」 をす るの は 他人の 作品に 筆 を 入れる のと 同じ 位 

道徳的に 不都合で ある。) 

しう しふ か 

蒐集 家の みの 知る 喜び や 悲しみ はかう 云 ふ 僕に は 恵 

まれて ゐ ない。 何しろ 本屋 を ひやかして ゐ たり、 或は 

カタ 口 ォグを 読んで ゐ たりす る 内に 目に とまった もの 

を 買 ふので あるから、 感激 も 頗る 薄い 訣 である。 



た いきん 

大金 は 勿論 出した こと はない。 

これ だう らく その へん 

是 でも 本道 楽の 話になる かどう か、 其 辺 は 僕に も 疑 

問で ある。 

(大正 十三 年 七月) 
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